老人クラブ補助金に関する注意事項

全体
　・実績報告と交付申請の様式を混同しないようご注意ください。
　・決算書および予算書は、縦横計算の検算を必ず行ってください。
　・収入および支出は適正に計上してください。

交付申請
　・補助金額は、最高１５，０００円です。
　・対象経費が１５，０００円に満たない場合は、対象経費が補助金額となります。
　・対象経費・・・報償費（講師謝礼等）、旅費、需用費（消耗品、燃料代、光熱水費、修繕料等。ただし食糧費を除く。）、役務費（電話代、コピー代、保険料等）、委託料、使用料および賃借料、備品購入費、負担金補助および交付金
　・対象外経費・・食糧費や、個人の利益となるような経費等、補助金の対象としてふさわしくない支出
　・事業計画書について
　　事業項目・・運営活動、教養活動、健康活動、地域活動、生活支援活動、その他
　　開催時期・・実施予定月がわかるように記入してください。
　　事業費・・・予算書と相違がないよう注意してください。
　　※生活支援活動とは、高齢者の見守り活動やサロン活動など、高齢者の生活支援となる活動です。２か月に１回以上実施した場合に補助対象となります。
　・請求書（概算払または精算払）・・・住所、クラブ名称、代表者氏名（㊞必要）、
口座番号のみ記入して下さい。
・老人クラブ会員名簿と併せて老人クラブ台帳を提出願います。
　・収支予算書の集計は必ず確認してください。
　・収入、支出、事業計画の計は、同じ金額になります。
　・説明欄はできるだけ詳しく記入してください。

実績報告
　・事業実績書については、交付申請時の内容をふまえたものとしてください。
　・生活支援事業を２か月に１回以上実施した場合に補助対象となります。
　・要件を満たさない場合は、補助金の減額、返還、不交付となる場合があります。
　・活動に使用した領収書・帳簿類は必ず５年間保管してください。
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